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I はじめに
今日わが国のスポーツ選手は，国際的レベルでの競技会でもめざましい活躍を見せている。
そこでは身体的な要素に加えて，精神的な要素，また技術的な要素なと守総合的に高水準なトレー
ニングが必要となっている。
一方， 日中スポーツ選手の栄養摂取状況の研究において， わが国のジュニアスポー ツ選手が
エネルギー摂取量のみならず栄養摂取量ともに低いことが報告されている。
本学の体育学生は小学校あるいは中学校からスポーツ活動を実施してきたものが多い。これ
まで，運動 ・栄養 ・休養のバランスが大切であることが強調されながらも，体重の増減に一喜
一憂し，痩せることに努力している様子が強く伝わってくる。
ダイエットに関する様々な情報が飛び交う中で，本学体育コースの学生の痩せたいという願
望の程度と食事についてどのような状況で、あるのか，アンケート調査によ り一般学生との比較
において把握しようとするものである。
E 調査方法
この調査の対象者は，北海道女子短期大学保健体育科の学生163名（以下T）と，日常のスポー
ツ活動のないS女子短期大学， S衛生短期大学学生584名の一般学生（以下I）である。
調査はそれぞれ平成5年9月と 6年7月に実施した。
調査は，質問紙（別掲）により実施した。
内容は，以下の項目である。
1.体型の自己評価とヤセ願望度とその理由 2.体型に関する認識
3.欠食の内容と回数 4.ダイエットの経験と成否
5. EATテスト と月f圭の4犬j兄
また，体脂肪率はインピーダンス法による体内脂肪計 （TANITA, TBF-102）を用い測定
した。
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TとIの年齢，身長，体重，肥
満度は表1の身体的特性に示した。
Tの方が身長・ 体重ともに上回っ
た。肥満度については標準体重換
算法（平田）を用い，体重で除し
て算出した。 Tの肥満度の分布
は0%以上10%未満が40.4%，一
10%以上0%未満が36.0%であり，
全体では Tが0.43土9.1%, Iが
-3.0±9.8%であった。
表2に体型の自己評価とヤセ願
望度とその理由を示した。「痩せ
ている」と考えている者は4.9%
でIとほぼ同じであり，「太って
いる」 がわずかに少なく45.4%で
あった。集計結果において「体型
の自己評価」 －「体重を減ら した
い」・「どの程度減らしたいか」
では， ！との差がないことがわか
る。
体重を 「増やしたい」が1.2%,
「このままでよい」が15.3%，「減
らしたいjカ＇82.8%であった。図
1に減らしたい体重の
度数と累積比率を示し
80 
た。どの程度減らした
いのかは平均で5.5士
3. 8kg，現在の体重の し
反 40
9.4±5. 7%であった。 数
60 
痩せたいという願望が
非常に強いことがわか
20 
る。
減らしたい理由では，
。
皿結果と考察
表1 対象者の身体的特性
項 目 I ( n =584) T (n =163) 
年齢（年） 18.9±0.8 18.3±0.5 
身長（cm) 158.8±5.3 160.9±5.2 
体重 （kg) 52.6±6.2 55.8±6.9 
肥満度（%） -3.0土9.8 0 .43±9.1 
体脂防率（%） 18.5士4.1
表2 体型の自己評価とヤセ願望度とその理由
項目 I (n =584) T (n =163) 
体型の評価（%）
痩せている 4.9 4.9 
普通 45.8 49.7 
太っている 49.3 45.4 
体重を
増やしたい 2.2 1.2 
このままでよい 15.8 15.3 
j成らしたい 82.0 83.4 
痩せたい理由
太っていると言われた 5.2 2.2 
監督 ・コーチの助言 4.4 
自分自身のヤセ願望 51.1 33.1 
局部的に細くしたい 36.9 29.4 
競技力の向上のため 23.5 
モデルのような体型 3.9 4.4 
その他 2.9 2.2 
減らしたい量（kg) -5.1士3.7 -5.5±3.8 
（%） -9.8±5.1 -9.4士5.7
図1 減らしたい体重
100(%) 
80 
図度数
ー←累積比率 -160 
40 
20 
???
??
）?????
（?????。3 9 6 12 15 18 
109 
「自分白身の痩せたいという願望」が多く 33.1%，次に「局部的に細くしたい」が29.1% , 3 
番目に「競技力の向上のため」23.5%であった。「競技力の向上」イコール「体重の減少」と
考えるのが女子特有のものであるのだろうか。次に， 「監督・コーチの助言」「モデルのような
体型」をあげたものがそれぞれ4.4%あった。その他の理由として，「けがの防止のため」，「身
長の割に体重が多いため」などが主であった。
体型に関する認識については，
表3のとおりである。それぞれの
質問項目に対し選択したシルエッ
ト図をポイント化し算出した。い
ずれも Iより 0.3ポイント程度低
く，細目の体型を選択している。
また， 「女性として標準的」，「競
技で理想的」な体型よりも，「ス
タイルがよい」「自分が希望する」
体型が0.5ポイント程低く，理想
と現実の認識に微妙なちがいがあ
ることがわかる。これは Iでも同
オ議であった。
表4の欠食の内容と回数では，
「3食をきちんと食べるか」につ
いては， 「抜く」と答えた者が
30. 7%とIをはるかに上回った。
冒頭述べたように，より充分な栄
表3 体型に関する認識
項目 I (n =584) 
自分に近い体型 4.9土1.2
女性として標準的な体型 4目2±0.7
スタイルが良いと思う体型 3.6±0.7 
競技で理想的な体型
自分が希望する体型 3.6土0.8
表4 欠食の内容と回数
項目 I ( n =584) 
3食をきちんと食べるか
食べる 74.4 
抜く 25.6 
主にどの食事を抜くか
朝食 88.4 
昼食 4.8 
夕食 12.9 
週あたり何回抜くか 3.6±1.9 
養を摂取する必要があるのに対し， Iよりも好ましくない結果となった。
T (n =163) 
4.6士1.1
3.9士0.7
3.2士0.6
3.7±0.9 
3.3±0.8 
T (n =163) 
69.3 
30.7 
70.8 
2.1 
27.1 
4.2±1目8
「主にどの食事を抜くか」では，朝食を抜く者が減って夕食を抜くが増える。 P<0.05で
有意差が認められた。体育の実技の授業に加えてトレーニングがあるので「朝食を抜く」が少
なくなることは理解できるが，痩せたいがための計画的な行動の結果なのか，あるいはトレー
ニングを終え遅い帰宅のため，夕食がないがしろにされているのか，さらに検討を加える必要
がある。
表5のように，ダイエツトの経験については，両者に有意差は認められず， 60.5%であった。
ダイエツトを始めた時期をみると， Iでは小学校・中学校の早い時期に， Tでは高校生の時
に始める者が多くなっている。高校時代の実施者は，全体の40%におよぶ。 Tの平均競技年
数は6.2土3.1年であった。中学時代はそれほどダイエットをする必要がなく，高校時代にダイ
エットに励んだ者が多いと推測される。
ダイエツトの回数は 1-2回は Iと同じであり， 3-4固と少なくなり，5回以上が31.3%
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とIを上回った。ダイエット経験
者の19%は5回以上である。ダイ
エットの成否では検定の結果に有
意差は認められなかった。体育を
専攻する学生でも，一般学生と同
様の感覚でダイエットを実施し，
しかも数多く実施している状況が
わかる。
表5 ダイエットの経験と成否
項目 I ( n =584) T (n =163) 
ダイエットの経験
ない 40.6 39.5 
ある 58.9 60.5 
初めてのダイエットは
小学校 1.8 1.1 
中学校 28.1 23.7 
高校 55.6 65.5 
大学 14.5 9.7 
ダイエットの経験回数
1回 22.1 21.9 
2回 27.0 28.1 
3回 24.8 12.5 
4回 4.6 6.3 
5回以上 21.5 31.3 
ダイエットの成否
失敗 29.3 30.6 
成功 18.0 18.4 
元に戻った 52.8 51.0 
EATテストで選択した項目に
得点を乗じてそれぞれポイントを
算出し，摂食障害の危険性のある
者を得点、20ポイント以上で抽出し
た。結果は表6である。 Iの3.2%
に対しTの7.4%と2倍以上の学
生にその傾向があらわれた。必ず
しも摂食障害に陥るとは言い切れ
ないものの，食べることに関し罪
悪感すら持っている学生があるこ 表6 EAT 26の成績と月経状況
とを示すものであり，学生への指 項目
導に際しては充分に配慮すべき点
であろう。
図2のよう に，月経の状態では
規則的がIの74.6%に対し Tは
60.1%，不規則はそれぞれ
21.0%と24.5%であった。「現
在無月経」・ 「無月経で再来
した」 を合計すると， Iの
4.4%に対 しTの15.3%で
あった。無月経を経験する率
はTが 3倍以上も高かった。
EA T-26のスコアー
20点以上（%）
図2 月経状況
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N ま と め
本学体育学生の痩せたい・ 体重を減らしたいという願望は， 一般女子学生のそれと同様の傾
向を示した。8割以上の者が体重を減らしたいと考え，現在の体重の9%程度をその具体的な
指標としている。
痩せたい理由のj順位では 「自分自身の痩せたい気持ち」「局部的に体を細くしたい」が一般
学生と同様に高かった。「競技力の向上のためjあるいは「監督やコーチの助言」が次に位置
していた。指導者の一言が，予想以上の影響を及ぼす恐れがあることが示唆されている。
「自分が希望する」，「女性と して標準的体型」など，体育学生の方が細目の体型を示している。
また， 実際に自分が希望する体型が，望ましいと思っている体型よ りも細目のシルエットを選
択し痩身志向が強いことがわかる
食事を抜く傾向は一般学生よりも強く，週あたりの回数も多く なっている。約20%の学生が
朝食を，約8%が夕食を抜いている。
ダイエットの経験でも一般学生と同様の傾向であった。中学生の頃に始まり，高校生の時ま
でに全体の55%がダイエッ トを経験している。ダイエットの成否で51%が失敗，30%が元に戻っ
たことから，何度も繰り返す結果となっている。
EAT-26による判定で，摂食障害の危険性のある者は一般学生の 2倍以上，7.4%であった。
月経状況では無月経を経験する者が一般学生の3倍以上あり，予想、を大きく上回った。この
点に関しては，卒業生の追跡調査を含め，今後の課題としたい。
この研究にあたって，札幌医科大学の岡野五郎助教授にご協力を賜った。ここに， 深く感謝
の意を表するものである。
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5.下のシルエヲト画の中から．以下の質問にあてはまる体型を番号（ 1 -8) 
で遺ぴ答えて下さい．
1.自分に近い体型 番｝
2.女性としτ標噂的と思う体型 番｝ 持洞i 
3.女性としてスタイルが良いと思う体型 番）
4.自分の鰻筏で理想的な体型（選手のみ笥えて下さい｝ 番）
タ4薪耳J日lト' 5.自分がなりたい体型 番｝
2 3 4 ォHキ干
ごう
潮
連F
昌沼附国町
H帯
［干
昇今型中車J 
当時
日
望書
5 6 7 8 
重量E当三宮舌4こ再司ヲーる葺周董呈 6.モデルのような体型になり、素敵な阪が着たい
1.その他｛具体的に：
! 以下の質問について、あてはまるものにO印をつりるか、 ｛ ｝に
i具体的に記入して下さい．無記名ですので、あなたのプライパシィー
iは完全に守られます．安心して是非正直にお答え下さい．なお、提出
iの際は封筒に入れ、繍付りして出して下さい．
4.あなたがなりたい体重はどの位ですか．
・生年月日昭和年月 日 ・年令（ ｝才
・身長（ ）伺 ・体重（ l kg • I車業（学生 ・社会人｝
・あなたは一般女性ですか、それともスポーツ選手ですか．
1.一般女性
2.スポーツ選手
a.種目は何ですか（詳しく｝
議例陸上鼠技長距暖定
b.競筏レベル I.国際大会出場レベル 2.日本選手権出増レベル
3.日本学生選手権出土属レベル 4.他の全国大会出渇レベル
5.旭区大会出場レベル
c.妓後年数 ｛ 年｝
1 .あなたは自分の体重日をどう思いますか．
I.やせている 2.ふつう 3.太っている
2.現在の体Iiについて、どのように考えますか．
I.もっと湘やしたい 2.もっと減らしたい 3.ほほとれでよい
3.前悶で『もっと減らしたい』と答えた方に．その理由をたずねます． t鰻t,大
きな理由を1つあげOをつ付て下さい｝．
1.友人、知人に太っていると言われた
2.m替やコーチから鼠技力向上のためやせるように指2草されている
3.太っていると自ら感じるのでやせたい
4.全体的には太っていないが、身体のある節分を細くしたい
5.競技力向上のため自ら進んでやせたいと思う
??
6.あなたは減量のためダイエッ トをしたことがありますか． 1 0.鼠近のあなたの摂食態度について、掻も当てはまる番号にO印をつげζ下さい．
I. ない
2.ある
a）歳初はいつ頃 I.小学生 2.中学生 3.高絞生 4.大学生 5.社会人
b）今まで何回位 I. l回 2. 2回 3. 3回 4. 4回 5. 5回以上
c）結果はどうでしたか イ｝成功しなかった
ロ｝成功した
ハ｝成功したが、また元に戻った
I 2. 3. 4. 5. 6. 
???????????????
I.食べる量が少な目である
3.気にせず普通に食べている．
2.たくさん食べている．
l.体重が噌えすぎるのではないかと£密です ーー －ー l. 2. 3. 4. 5. 6. 
2.空厳の時でも食事をさけます ーーーーーーーーーー－ l 2. 3. 4. 5. 6. 
3.食べ物のととで頭が一杯です ーーーーーーーーー－ - 1. 2. 3. 4. 5.ι 
4.止められそうにないと感じながら、大食したととが
あります ーーーーーーーーーーーーー一一ーーーー－ I. 2. 3. 4. 5. 6 
5.食物を小さく切り刻みます ーーーーーーーーーーーー I. 2. 3. 4. 5. 6. 
6.自分が食べている食物のカロリー量を知ヮτいますー ー I. 2. 3. 4. 5. 6. 
7.炭水仕効の多い食物｛例えば、バン、ジャガイモ‘
御飯など｝は特にさ付ます ーーーーーーーーーーーー I.2. 3. 4 5 6.
8.他の人は、私がもっと食べるように望んで
いると思います ーーーーーーーーーーーーーーーー－ I. 2. 3. 4. 5. 6. 
9.食後に吐きます ーーーーーーーーーーーーーーーー－ 1. 2. J. 4. 5. 6. 
l O.食後にひどくやましいととをしたように思いますー－ I. 2. 3. 4. 5.6. 
l l.もヮとやせたいという思いで、頭地L 杯です ーー －ー 1. 2. 3.4. 5. 6. 
l 2. -Jロリーを使い果たすため、一生態命運動しますー噂・ l. 2. 3. 4. 5. 6. 
1 3.私Ii他人かちゃぜすぎていると思われています ーー － I. 2. 3. 4. 5. 6. 
14.自分の身体には脂肪がついているという思いで
覇市L鮮です，ーー ーーーーー一一ーーーーーー－ I. 2. 3. 4. 5. 6. 
15.他の人よりも食事に時間がかかります ーーーーーー－ l. 2. 3. 4. 5. 6. 
16.砂纏の入った食べ物をさ付ます ーーーーーーーーー－ 1. 2. 3. 4. 5  6. 
l 7.ダイエヲト食｛美容食｝を食べています ーーーーー－ 1. 2. 3. 4.5. 6. 
18.私の人生は食べ物にふりまわされていると思いますー－ I. 2:3. 4. 5. 6.
l 9.食べ物に関してセルフ・コントロール（自己制御｝
しています．一ーーーーーーーーーーーーーーーーー－ I. 2 3. 4. 5. 6. 
20.他の人が、私に食べるように圧力をかりていると
患います ーーーーーーーーーー－ーーーーー“ーー I.2. 3. 4. 5.ι 
21.食べ物に関するととに、崎潤をか付すぎたり、
考えすぎたりします ーーーーーーーー一一ーーーー－ l. 2. 3. 4. 5. 6. 
22.掛唱を食べた後、不愉快な気持ちになります ーー － l. 2. 3. 4. 5. 6. 
23.ダイエヲト｛食事官冊目｝にはげんでいます ーー － -- 1. 2. 3. 4. 5. 6. 
24.胃の中が空っぽになるのが倍きですーーーーーーー－ 1. 2. 3. 4. 5. 6. 
26. ~·聾舗の高い新しい食べ物が出ても．章式食したく
ありまぜん ーーーーー一一ーーーー一ー－ーー－- I. 2. 3. 4. 5.6. 
26.食後に吐きたいという衝動にかられます ーーーーーー l.z. 3. 4.5. 6. 
'J.あなたの録近の食事量について、全体的（3食＋間食の合計｝にみた場合ど
うであるか答えて下さい．
8.あなたは、毎日3食をきちんと食べますか．
I.食べる
2.怯〈 a）主に朝、昼、夕食のどれですか
b）週何回位銭きますか ｛ 回位｝
9.丹経について、あてはまるものにO印をつりて下さい．
l.まだ l度もない．
2.ほほ規則的である． (25-38日周期で、周期日数のずれが
l遁間以内｝
3.不規則である．
4.以前はあったが、今は無月経である．
（ζの鳩合、いつ頃からですか 年 月頃から｝
5. 3ヶ丹以上無月経が続いた己とがあるが、今は再来した．
お忙しいところ、御悩力ありがとうございました．皆さんの鰍重植をお祈ります． 同
ト~
bコ
